
 

新 市 名 称 候 補 一 覧 表 
 

（五十音順） 

整理番号 
よ み が な 

名     称 
選   定   理   由 

１ 
さ つ ま し 

さ つ ま 市 

 

・薩摩地方に位置しており、「薩摩」をひらがなで表記することで、新鮮で優

しく、やわらかさを感じさせる。 

・名称が書きやすく、覚えやすい。 

 

 

２ 
さ つ ま し 

薩 摩 市 

 

・古くから鹿児島を代表する地名であり、全国的にも知名度の高い、新市の

名称となる。 

・この地方が奈良・平安・江戸時代、薩摩国と呼ばれており、歴史と伝統の

ある名称であり、力強いイメージがある。 

 

 

３ 
さつませんだいし 

さつま川内市 

 

・新市の位置が理解しやすく、知名度的にも全国にアピールでき、また、 

「薩摩」をひらがなで表記することで、新鮮でやわらかさを感じさせる。 

・薩摩郡の４町４村と川内市の歴史と伝統をあらわし、覚えやすく、わかり

やすい名称である。 

 

 

４ 
さつませんだいし 

薩 摩 川 内 市 

 

・新市の位置が理解しやすく、知名度的にも全国にアピールでき、また、 

「薩摩」の漢字表記は、力強いイメージがある。 

・薩摩郡の４町４村と川内市の歴史と伝統をあらわし、覚えやすく、わかり

やすい名称である。 

 

 

５ 

 

せ ん さ つ し 

川 薩 市 

 

・これまで、県下一周駅伝大会や県民体育大会、広域行政等で使用されてお

り、慣れ親しまれてきた名称である。 

・川内市と薩摩郡（４町４村）の各１文字が入り、わかりやすく、この地域

の特徴を表している。 

 

 

 




